
旭
日
小
綬
章
（
地
方
自
治
功
労
）

江
原
　
清
さ
ん

元
日
置
町
長

76
歳
（
日
置
中
北
山
）

旭
日
双
光
章
（
農
業
振
興
功
労
）

小
林
敏
夫
さ
ん

元
山
口
県
農
業
会
議
副
会
長

82
歳
（
東
深
川
江
良
）

平
成
18
年
春
の
叙
勲
お
よ
び
褒
章

に
、
市
内
か
ら
11
人
の
方
が
受
章
さ

れ
ま
し
た
。

受
章
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

瑞
宝
双
光
章
（
運
送
業
務
功
労
）

宮
本
　
司
さ
ん

元
日
本
国
有
鉄
道
職
員

82
歳
（
日
置
上
黄
波
戸
）

瑞
宝
双
光
章
（
教
育
功
労
）

山
中
　
茂
さ
ん

元
公
立
中
学
校
長

76
歳
（
三
隅
下
豊
原
）

瑞
宝
双
光
章
（
教
育
功
労
）

上
野
和
雄
さ
ん

元
公
立
小
学
校
長

77
歳
（
油
谷
久
富
杣
地
）

瑞
宝
単
光
章
（
消
防
功
労
）

大
杉
　
勲
さ
ん

元
長
門
市
消
防
団
長

68
歳
（
渋
木
中
区
）

瑞
宝
単
光
章
（
消
防
功
労
）

前
田
　
巧
さ
ん

元
三
隅
町
消
防
団
長

63
歳
（
三
隅
下
沢
江
）

黄
綬
褒
章
（
発
明
考
案
精
励
）

西
川
　
豊
さ
ん

元
信
幸
建
設
（株）
専
務
取
締
役

67
歳
（
油
谷
蔵
小
田
掛
渕
）

藍
綬
褒
章
（
更
生
保
護
功
績
）

小
野
圭
子
さ
ん

保
護
司75歳

（
深
川
湯
本
河
原
）

藍
綬
褒
章
（
選
挙
関
係
事
務
功
績
）

岡
本
鳩
孝
さ
ん

元
油
谷
町
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
会
長

91
歳
（
油
谷
向
津
具
下
大
和
）

黄
綬
褒
章
（
業
務
精
励
・
郵
便
集
配
業
務
）

田
原
和
代
さ
ん

三
隅
郵
便
局
郵
便
集
配
受
託
者

64
歳
（
三
隅
中
土
手
）

市
で
は
、
平
成
19
年
４
月
採
用
の

市
職
員
採
用
試
験
を
次
の
と
お
り
実

施
し
ま
す
。

■
受
付
期
間

６
／
28
（水）
ま
で

８：

30
〜
17：

15

※
土
・
日
曜
日
を
除
く

■
区
分
／
職
種
／
採
用
予
定
人
員

・
上
級
（
大
学
卒
業
程
度
）
／
行
政

５
人
程
度

・
上
級
（
大
学
卒
業
程
度
）
／
土
木

２
人
程
度

■
受
験
資
格

昭
和
52
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
60

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

■
試
験
日
時

・
１
次
試
験
　
７
／
23
（日）

受
付
　
８：

30
〜
８：

50

試
験
　
９：

10
〜
17：

00

・
２
次
試
験
　
９
月
上
旬
（
予
定
）

※
２
次
試
験
の
詳
細
は
１
次
試
験
合

格
通
知
の
際
に
お
知
ら
せ
し
ま
す

■
試
験
会
場

長
門
市
役
所
本
庁

■
試
験
方
法
／
内
容

・
１
次
試
験
（
行
政
）

教
養
試
験
、
専
門
試
験
（
政
治
学
、

行
政
学
、
憲
法
、
行
政
法
、
民
法
、

刑
法
、
労
働
法
、
経
済
学
、
財
政

学
、
社
会
政
策
、
国
際
関
係
）、

適
性
検
査
、
論
文
試
験

・
１
次
試
験
（
土
木
）

教
養
試
験
、
専
門
試
験
（
数
学
、

物
理
、
応
用
力
学
、
水
理
学
、
土

質
工
学
、
測
量
、
土
木
計
画
、
土

木
施
工
）、
適
性
検
査
、
論
文
試
験

・
２
次
試
験
（
行
政
・
土
木
共
通
）

面
接
試
験
（
個
別
面
接
お
よ
び
集

団
討
論
）、
健
康
診
断
（
医
療
機

関
で
所
定
の
健
康
診
断
を
受
診
し

健
康
診
断
書
を
提
出
）

■
試
験
結
果
の
開
示

１
次
試
験
の
結
果
（
１
次
試
験
不

合
格
者
の
み
）
に
つ
い
て
自
己
情

報
の
開
示
請
求
が
で
き
ま
す
。
受

験
者
が
本
人
で
あ
る
こ
と
を
証
明

す
る
書
類
（
運
転
免
許
証
等
）
を

持
参
し
、
直
接
本
庁
総
務
課
へ
お

越
し
く
だ
さ
い
。
な
お
、
電
話
や

ハ
ガ
キ
等
に
よ
る
開
示
請
求
は
一

切
で
き
ま
せ
ん

■
合
格
発
表

・
１
次
試
験
合
格
者
　
８
月
中
旬

・
２
次
試
験
合
格
者
　
９
月
下
旬

（
文
書
で
全
員
に
通
知
し
ま
す
）

■
受
験
申
込
書

市
役
所
本
庁
総
務
課
、
本
庁
受
付

窓
口
、
各
総
合
支
所
、
各
出
張
所

に
あ
り
ま
す
。
郵
便
で
受
験
申
込

書
を
請
求
す
る
場
合
に
は
、
120
円

分
の
切
手
を
貼
り
郵
送
先
を
記
入

し
た
Ａ
４
の
紙
が
入
る
封
筒
（
角

２
）
を
同
封
の
上
、
総
務
課
人
事

係
に
請
求
し
て
く
だ
さ
い
（
長
門

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）

■
申
込
方
法

受
験
申
込
書
に
自
筆
で
必
要
事
項

を
記
入
し
、
写
真
を
２
枚
貼
付
し

て
総
務
課
人
事
係
に
提
出

※
郵
送
の
場
合
は
封
筒
の
表
に
「
受

験
申
込
書
在
中
」
と
朱
書
き
し
て

く
だ
さ
い
。
６
月
28
日
ま
で
の
消

印
の
あ
る
も
の
は
有
効
で
す
が
、

６
月
28
日
に
郵
送
す
る
場
合
は
速

達
で
送
付
し
て
く
だ
さ
い

■
そ
の
他

初
級
（
事
務
）
お
よ
び
消
防
吏
員

に
つ
い
て
も
採
用
試
験
を
実
施
す

る
予
定
で
す
。
詳
細
は
市
広
報
７

月
15
日
号
に
掲
載
し
ま
す

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

〒
759
‐
4192
長
門
市
東
深
川
1339
‐
２

長
門
市
役
所
総
務
課
人
事
係

TEL
23
‐
１
１
１
４

長
門
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　

http
://w

w
w
.city.nag

ato
.

yam
ag
uchi.jp

/

長
門
市
職
員
採
用
試
験

（
上
級：

大
学
卒
業
程
度
）

街

頭

献

血

■
日
時
／
場
所

６
／
30
（金）

９：

00
〜
12：

00

日
置
保
健
セ
ン
タ
ー

14：

00
〜
16：

00油
谷
総
合
支
所

み
す
ゞ
七
夕
笹
ま
つ
り

出
店
者
・
参
加
者
募
集

第
８
回
み
す
ゞ
七
夕
笹
ま
つ
り
を

８
月
５
日
（土）
と
６
日
（日）
の
２
日
間
、

開
催
し
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

み
す
ゞ
音
頭
仮
装
de

総
踊
り
コ
ン
テ
ス
ト

（
優
勝
チ
ー
ム
に
は
賞
金
３
万
円
）

■
日
時

８
／
５
（土）19：

00
〜
20：

00

■
対
象

市
内
の
企
業
・
グ
ル
ー
プ

に
よ
る
10
人
以
上
の
団
体

出
店

■
日
時

８
／
５
（土）
・
６
（日）

18：

00
〜
21：

00

■
場
所

み
す
ゞ
通
り

■
対
象

市
内
の
業
者
・
団
体

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

■
日
時

８
／
５
（土）
・
６
（日）

18：

00
〜
21：

00

■
場
所

み
す
ゞ
通
り

■
対
象

市
内
の
個
人
・
グ
ル
ー
プ

共
通
事
項

■
申
込
方
法

仙
崎
公
民
館
備
え
付

け
の
申
込
用
紙
に
よ
る

■
申
込
期
限

６
／
30
（金）

み
す
ゞ
い
い
こ
と
花
壇

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

み
す
ゞ
い
い
こ
と
花
壇
は
、
花
い

っ
ぱ
い
モ
デ
ル
地
区
の
拠
点
と
し
て

作
ら
れ
た
花
壇
で
す
。
市
で
は
、
こ

の
花
壇
の
お
世
話
を
し
て
く
だ
さ
る

人
を
募
集
し
ま
す
。
苗
や
肥
料
は
市

で
準
備
し
ま
す
。

■
場
所

仙
崎
駅
前
の
県
道
沿
い

■
期
間

６
／
10
の
植
え
付
け
（
５

月
末
に
堆
肥
の
混
ぜ
込
み
作
業
あ

り
）
か
ら
秋
の
花
の
引
き
上
げ
時

ま
で
（
次
シ
ー
ズ
ン
継
続
可
）

■
募
集
区
画

14
区
画
（
申
し
込
み

時
に
場
所
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
）

■
給
水
設
備
等

花
壇
の
随
所
に
水

道
が
あ
り
ま
す

■
管
理
の
要
領

年
２
回
一
斉
に
植

え
付
け
を
し
ま
す
。
夏
に
は
コ
ン

ク
ー
ル
を
開
催
し
ま
す

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

都
市
計
画
課
管
理
係

仙
崎
出
張
所
　
TEL
26
‐
０
３
２
６

■
そ
の
他

出
店
・
フ
リ
ー
マ
ー
ケ

ッ
ト
の
小
間
料
は
無
料
で
す
が
、

場
所
取
り
、
水
道
・
電
気
等
、
出

店
に
必
要
な
も
の
は
各
自
で
交

渉
、
手
配
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
す

■
問
い
合
わ
せ

仙
崎
公
民
館

■
そ
の
他

・
200
ml
、
400
ml
献
血
を
行
い
ま
す

■
問
い
合
わ
せ

地
域
福
祉
係



65歳以上のみなさん（介護保険第１号被保険者）の平成18年度から３年間の介護保険料は、次の
とおり決まりました。
被保険者数や介護保険サービスの利用状況等を考慮し、平成17年度の基準額（月額3,000円）と

比較し、10％増の月額3,300円となります。従来の第２段階は所得の状況により第２段階と第３段
階に分割され、従来の第３段階以上は第４段階以上にそれぞれ区分されます。
また、今回の税制改正の影響により保険料段階が上昇する場合には、来年度までの２年間に限り

経過措置（負担軽減）が適用されます。
本年度分の保険料の決定通知は、６月中旬に発送します。それ以降に異動があった被保険者分は、

その翌月上旬に発送予定です。
なお、災害等により、介護保険料の納付が難しいときや、介護保険サービス利用料の支払いが難

しいときは、申請により負担が軽減されることがあります。お気軽にご相談ください。

ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
ズ
ク
ラ
ブ

メ
ン
バ
ー
募
集

長
門
市
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
ズ
ク

ラ
ブ
で
は
、
子
ど
も
会
の
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
活
動
の
指
導
を
し
た
り
、

地
域
の
行
事
等
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参

加
し
た
り
す
る
メ
ン
バ
ー
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

子
ど
も
と
触
れ
合
う
の
が
好
き
な

人
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
興
味
が

あ
る
高
校
生
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

■
対
象

市
内
在
住
の
高
校
生
で
、
次
の
活

動
拠
点
で
行
わ
れ
る
研
修
会
な
ど

に
出
席
可
能
な
人

・
長
門
市
教
育
委
員
会
…
通
、仙
崎
、

深
川
、
俵
山
、
日
置
、
油
谷
地
区

・
三
隅
公
民
館
…
三
隅
地
区

■
主
な
活
動
内
容

子
ど
も
キ
ャ
ン
プ
レ
ク
指
導
、
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
研
修
、
ゲ
ー
ム

研
修
、
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
出
店
、

ク
リ
ス
マ
ス
会
、
成
人
式
、
チ
ャ

レ
ン
ジ
キ
ャ
ン
プ
（
ス
キ
ー
）

■
申
込
期
限

６
／
30
（金）

※
期
限
後
も
随
時
受
け
付
け
ま
す
　

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

社
会
教
育
係

三
隅
公
民
館

TEL
43
‐
０
８
１
１

児
童
手
当
受
給
者
の

み
な
さ
ん
へ

児
童
手
当
を
受
け
て
い
る
人
は
毎

年
６
月
に
「
現
況
届
」
を
提
出
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
届
の
提

出
が
な
い
と
、
６
月
分
以
降
の
手
当

が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
対
象
者

小
学
校
修
了
前
児
童
を
養
育
し
て

い
る
人
で
、
前
々
年
分
（
６
月
分

か
ら
前
年
分
）
所
得
が
一
定
未
満

の
人

■
申
請
方
法

児
童
手
当
は
申
請
が
な
い
と
支
給

さ
れ
ま
せ
ん
。
申
請
書
の
ほ
か
、

必
要
に
応
じ
て
添
付
書
類
を
提
出

し
て
い
た
だ
き
ま
す

■
児
童
手
当
支
給
額

・
第
１
子
お
よ
び
第
２
子
（
１
人
に

つ
き
）

月
額

５
、
０
０
０
円

・
第
３
子
以
上
（
１
人
に
つ
き
）

月
額
１
０
、
０
０
０
円

■
そ
の
他

・
平
成
18
年
４
月
の
法
改
正
に
よ
り

手
当
の
支
給
対
象
が
拡
充
し
、
こ

れ
に
伴
う
支
給
申
請
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
。
９
月
30
日
ま
で
に
手

続
き
す
れ
ば
特
例
的
に
４
月
分
ま

で
遡
っ
て
支
給
さ
れ
ま
す

・
今
回
の
法
改
正
に
よ
り
新
た
に
支

給
申
請
さ
れ
た
人
（
額
改
定
請
求

者
は
除
く
）
は
今
年
度
の
現
況
届

の
提
出
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん

■
問
い
合
わ
せ

本
庁
地
域
福
祉
課
児
童
福
祉
係

三
隅
保
健
セ
ン
タ
ー

TEL
43
‐
２
４
４
４

日
置
保
健
セ
ン
タ
ー

TEL
37
‐
５
１
０
０

油
谷
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

TEL
33
‐
３
０
２
１

児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児

童
扶
養
手
当
額
改
定

児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶
養

手
当
は
、
物
価
ス
ラ
イ
ド
制
の
適
用

に
よ
り
、
手
当
月
額
が
平
成
18
年
４

月
１
日
か
ら
マ
イ
ナ
ス
0.3
％
の
改
定

と
な
り
ま
す
。

こ
の
た
め
平
成
18
年
８
月
期
（
４

月
分
以
降
）
か
ら
の
手
当
は
改
定
後

の
額
に
よ
り
支
払
わ
れ
ま
す
。

児
童
扶
養
手
当

■
全
額
支
給
（
カ
ッ
コ
内
は
改
定
前
）

月
額
　
４
１
、
７
２
０
円

（
改
定
前
４
１
、
８
８
０
円
）

■
一
部
支
給
（
カ
ッ
コ
内
は
改
定
前
）

月
額
　
４
１
、
７
１
０
円
〜

９
、
８
５
０
円

（
改
定
前
４
１
、
８
７
０
円
〜

９
、
８
８
０
円
）

※
第
２
子
以
降
の
加
算
は
従
来
ど
お

り
で
す

・
児
童
扶
養
手
当
の
額
改
定
は
現
況

届
送
付
（
７
月
後
半
予
定
）
に
あ

わ
せ
て
通
知
す
る
予
定
で
す
が
、

そ
れ
ま
で
に
一
部
支
給
者
で
改
定

後
の
額
を
知
り
た
い
人
は
証
書
を

本
庁
地
域
福
祉
課
児
童
福
祉
係
へ

ご
持
参
の
上
、
お
問
い
合
せ
く
だ

さ
い

特
別
児
童
扶
養
手
当

■
１
級
（
カ
ッ
コ
内
は
改
定
前
）

月
額
　
５
０
、
７
５
０
円

（
改
定
前
５
０
、
９
０
０
円
）

■
２
級
（
カ
ッ
コ
内
は
改
定
前
）

月
額
　
３
３
、
８
０
０
円

（
改
定
前
３
３
、
９
０
０
円
）

■
問
い
合
わ
せ

児
童
福
祉
係

パ
ソ
コ
ン
教
室
開
催

三
隅
公
民
館
で
は
、
市
民
を
対
象

に
し
た
パ
ソ
コ
ン
教
室
を
次
の
と
お

り
開
催
し
ま
す
。

■
日
時
／
講
座
名

下
表
の
と
お
り

■
会
場

三
隅
農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン

タ
ー

■
受
講
料

無
料
。
資
料
代
を
実
費
負
担

■
募
集
人
員

各
講
座
20
人
。
申
込
多
数
の
場
合

は
主
催
者
に
よ
る
抽
選

■
申
込
期
限

各
講
座
と
も
開
催
日
２
週
間
前

■
申
込
方
法

ハ
ガ
キ
で
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

連
絡
先
、
希
望
講
座
を
記
入
し
申

し
込
む
。
電
話
可

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

〒
759
‐
3803
長
門
市
三
隅
中
土
手

三
隅
公
民
館



金子みすゞ
（1903～1930）

本名・金子テル。明治36年大
津郡仙崎村（今の長門市仙崎）
に生まれる。大正末期優れた作
品を発表し、『童話』の選者で
あった西條八十に「若き童謡詩
人の中の巨星」と称賛されるな
どめざましい活躍をみせながら
も、26歳の若さでこの世を去っ
た。その優しさにつらぬかれた
詩句の数々は、今もなお大きな
感動をもって、人々の心に広が
り続けている。

■開館時間　9:00～17:00 （入館は16:30まで）
■休 館 日　毎月最終火曜日（祝日の場合は翌日）

年末年始（１月２・３日は開館）
■入 館 料　一般／３５０円

小中高校生／１５０円
※団体料金（20名以上）一般／３００円、小中高校生／１００円
〒759‐4106 長門市仙崎錦町
TEL：２６‐５１５５　FAX：２６‐５１６６
URL：http://www.city.nagato.yamaguchi.jp/misuzu/

香 月 泰 男
（1911～1974）

洋画家。東京美術学校（現東
京芸大）在学中に「雪降りの山
陰風景」で国画会に初入選。昭
和18年に召集され満州に渡る。
昭和20年に捕虜としてシベリア
に抑留され、過酷な体験を経て
昭和22年に復員。シベリアでの
体験が「シベリヤ・シリーズ」
を生み出し、昭和44年に第１回
日本芸術大賞を受賞。昭和49年
3月8日に心筋梗塞のため自宅で
急死。享年62歳。

■開館時間　９:00～17:00（入館は16:30まで）
■休 館 日　毎週月曜日（祝日の場合開館）

年末年始・展示替え期間中
■入 館 料　一般／５００円　大学生／３００円

高校生以下無料
※団体料金（20名以上）一般／４００円、大学生／２４０円
〒759‐3802 長門市三隅中湯免
TEL：４３‐２５００　FAX：４３‐２５７７
URL：http://www.city.nagato.yamaguchi.jp/̃kazukiyasuo/

近代日本洋画界に偉大な足跡を残した画家「香月泰男」。
「ここが〈私の〉地球だ」と言って、ふるさと三隅をこよな
く愛し、郷里を離れることなく創作活動に情熱を燃やし続けま
した。館内には、代表作「シベリヤ・シリーズ」の原画をはじ
め、素描やオモチャなど、香月家で大切に保管されていた作品
が収蔵・展示されています。また、生前のままのアトリエが復
元され、年３回開催される企画展ではシベリヤ・シリーズとは
違うもう一人の香月に出会うことができます。「人間愛と平和」
をテーマに描かれた香月の作品を感じてみませんか。

大正後期に彗星のようにあらわれた詩人「金子みすゞ」。
「若き童謡詩人の中の巨星」と称賛されたが、26歳の若さ
でこの世を去り、「幻の童謡詩人」として語り継がれてきまし
た。半世紀を経て甦り、今では彼女のあたたかいまなざしに触
れるため、全国から多くのファンが訪れています。みすゞが暮
らした大正時代の雰囲気が漂う館内には、金子文英堂やみすゞ
の部屋が再現され、彼女の遺品をはじめ、数多くの資料と映像
でみすゞの魅力をあますことなく楽しめます。みなさんも自分
の中のみすゞさんに出会いに来てください。

シ
ニ
ア
の
た
め
の

ビ
ル
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
講
習
会

山
口
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

で
は
、
高
齢
者
を
対
象
に
し
た
ビ
ル

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の
講
習
会
を
開
催
し

ま
す
。

■
日
時

７
／
５
（水）
〜
12
（水）
の
土
、
日
を

除
く
６
日
間
　
13：

00
〜
17：

00

■
場
所

市
役
所
日
置
総
合
支
所

■
内
容

ビ
ル
清
掃
の
基
本
作
業
、
カ
ー
ペ

ッ
ト
の
染
み
抜
き
等

■
対
象

雇
用
・
就
業
を
希
望
す
る
60
歳
代

前
半
の
人

■
受
講
料

無
料

■
募
集
人
員

20
人（
応
募
者
多
数
の
場
合
抽
選
）

■
申
込
方
法

ハ
ガ
キ
に
講
習
名
、
住
所
、
氏
名

（
ふ
り
が
な
）、
性
別
、
年
齢
、
生

年
月
日
、
電
話
番
号
を
記
入
し
、

郵
送
す
る

■
申
込
期
限

６
／
21
（水）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

〒
753
‐
0083
山
口
市
後
河
原
150
‐
１

山
口
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

連
合
会

TEL
０
８
３
‐
９
２
１
‐
６
０
７
０

税

務

職

員

募

集

■
受
験
資
格

昭
和
61
年
４
月
２
日
〜
平
成
元
年

４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

■
試
験
程
度

高
校
卒
業
程
度

■
申
込
期
間

６
／
20
（火）
〜
27
（火）

■
１
次
試
験

・
試
験
日
　
９
／
３
（日）

・
試
験
会
場

山
口
市
、
鳥
取
市
、
松
江
市
、
岡

山
市
、
広
島
市
、
福
山
市

・
試
験
科
目

教
養
試
験
、
適
性
試
験
、
作
文
試
験

■
資
料
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

〒
730
‐
8521
広
島
市
中
区

上
八
丁
堀
６
‐
30

広
島
国
税
局
人
事
第
二
課

試
験
研
修
係

TEL
０
８
２
‐
２
２
１
‐
９
２
１
１

看
護
力
再
開
発
講
習
会

山
口
県
看
護
協
会
で
は
、
看
護
師

な
ど
の
再
就
職
の
た
め
の
講
習
会
を

開
催
し
ま
す
。

■
日
時
／
内
容

１
コ
ー
ス

・
日
時
　
７
／
11
（火）
〜
13
（木）

９：

30
〜
16：

00

・
内
容

今
ま
で
の
看
護
と
こ
れ
か
ら
の
看

護
、
医
療
安
全
、
バ
イ
タ
ル
サ
イ

ン
と
看
護
、介
護
保
険
に
つ
い
て
、

ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
の
紹
介
、
看
護

技
術
（
採
血
、
注
射
）

２
コ
ー
ス

・
日
時
９
／
５
（火）
〜
７
（木）

９：

30
〜
16：

00

・
内
容

医
療
器
具
装
着
者
の
看
護
、
ス
キ

ン
ケ
ア
、
接
遇
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
看
護
、
看
護
記
録
、
就
職

に
向
け
て

■
会
場

山
口
県
看
護
研
修
会
館（
防
府
市
）

■
対
象

保
健
師
、
助
産
師
、
看
護
師
、
准

看
護
師
の
未
就
業
者

■
受
講
料

無
料
。
た
だ
し
、
諸
経
費
が
１
コ

ー
ス
１
、
０
０
０
円
か
か
り
ま
す

■
申
込
期
限
　
６
／
30
（金）

■
そ
の
他

・
コ
ー
ス
別
や
１
日
の
み
の
受
講
も

で
き
ま
す
（
科
目
別
の
受
講
は
で

き
ま
せ
ん
）

・
受
講
者
は
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
へ
登

録
し
て
い
た
だ
き
、
就
業
相
談
に

応
じ
ま
す
。
ま
た
、
定
期
的
に
看

護
・
求
人
情
報
を
送
付
し
ま
す

・
全
日
程
（
６
日
間
）
修
了
者
に
は

履
修
証
明
書
を
交
付
し
ま
す

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

〒
747
‐
0062
防
府
市
大
字
上
右
田
2686

山
口
県
看
護
協
会
内

山
口
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

TEL
０
８
３
５
‐
２
４
‐
５
７
９
１

健
康
福
祉
月
間

標
語
・
作
文
募
集

県
で
は
、
心
の
通
う
健
康
福
祉
社

会
の
実
現
に
向
け
、
10
月
の
健
康
福

祉
月
間
の
標
語
を
募
集
し
ま
す
。

標
語
の
部

■
テ
ー
マ

・
心
の
通
う
社
会
を
築
く
た
め
、
地

域
で
の
助
け
合
い
・
支
え
合
い
の

大
切
さ
、
健
康
で
生
き
生
き
と
し

た
生
活
を
送
る
健
康
づ
く
り
の
大

切
さ
な
ど
を
呼
び
か
け
、
県
民
の

健
康
福
祉
へ
の
理
解
と
関
心
を
高

め
る
も
の

■
応
募
資
格

県
内
在
住
の
人

■
応
募
方
法

・
個
人

官
製
ハ
ガ
キ
に
作
品
、
住
所
、
氏

名
（
ふ
り
が
な
）、
年
齢
、
職
業

ま
た
は
学
校
名
・
学
年
、
電
話
番

号
を
明
記
し
、
郵
送
す
る

・
学
校
・
団
体
等

作
品
ご
と
に
作
者
の
氏
名
（
ふ
り

が
な
）、
年
齢
、
職
業
ま
た
は
学

校
名
・
学
年
が
わ
か
る
よ
う
に

し
、
団
体
・
学
校
名
、
連
絡
先

（
代
表
）
を
明
記
し
て
郵
送
す
る

■
応
募
期
限

８
／
１
（火）

当
日
消
印
有
効

作
文
の
部

■
テ
ー
マ

・
わ
た
し
が
健
康
や
福
祉
を
意
識
す

る
よ
う
に
な
っ
た
き
っ
か
け

・
ふ
れ
あ
い
、
支
え
合
い
の
ま
ち
づ

く
り

■
応
募
資
格

県
内
在
住
の
人

■
応
募
方
法

・
小
・
中
学
生
は
400
字
詰
原
稿
用
紙

２
〜
４
枚
程
度
、
高
校
生
・
一
般
は

400
字
詰
原
稿
用
紙
４
〜
６
枚
程
度

・
作
品
の
タ
イ
ト
ル
、
住
所
、
氏
名

（
ふ
り
が
な
）、
年
齢
、
職
業
ま
た

は
学
校
名
・
学
年
、
電
話
番
号
を

明
記
し
、
郵
送
す
る
。
学
校
・
団

体
ご
と
に
と
り
ま
と
め
て
応
募
す

る
場
合
は
、
連
絡
先
（
代
表
者
名
）

を
明
記
し
て
郵
送
す
る

■
応
募
期
限

９
／
１
（金）
（
当
日
消
印
有
効
）

■
そ
の
他

・
自
作
で
未
発
表
の
も
の
に
限
る

・
入
賞
者
に
は
賞
状
・
副
賞
を
贈
呈

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

〒
753
‐
8501
山
口
市
滝
町
１
‐
１

山
口
県
厚
政
課
地
域
保
健
福
祉
班

TEL
０
８
３
‐
９
３
３
‐
２
７
２
４



110
余
名
と
い
う
未
曾
有
の
大
惨
事
を
引

き
起
こ
す
こ
と
と
な
っ
た
わ
け
で
す
。

「
大
セ
ミ
流
れ
」
と
言
わ
れ
る
こ
の

事
件
は
、
日
本
の
捕
鯨
史
上
最
大
の
遭

難
事
件
と
し
て
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

以
後
こ
の
地
域
で
は
「
子
連
れ
の
セ
ミ

は
夢
に
も
見
る
な
」と
言
い
伝
え
ら
れ
、

鯨
へ
の
畏
敬
の
念
を
忘
れ
ず
に
今
日
ま

で
供
養
が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
年
は
、
こ
の
太
地
町
で
「
第
５
回

全
国
伝
統
捕
鯨
地
域
サ
ミ
ッ
ト
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
第
１
回
目
の
長
門
か

ら
、
生
月
、
室
戸
、
下
関
と
続
い
た

「
鯨
の
祭
典
」
も
こ
の
太
地
サ
ミ
ッ
ト

で
一
応
の
区
切
り
と
な
り
ま
す
。

毎
回
、「
人
と
く
じ
ら
」
の
関
り
方

に
つ
い
て
宣
言
さ
れ
、
Ｉ
Ｗ
Ｃ
に
お
け

る
日
本
の
基
本
的
姿
勢
と
し
て
発
表
さ

れ
て
き
ま
し
た
。
い
ず
れ
の
宣
言
に
も

共
通
し
て
い
る
の
は
、
海
洋
資
源
に
つ

い
て
、
ま
た
、
人
間
の
営
み
と
自
然
の

在
り
方
に
つ
い
て
語
ら
れ
て
い
る
こ
と

で
す
。

「
ク
ジ
ラ
か
ら
世
界
が
見
え
る
」。

捕
鯨
関
係
者
か
ら
よ
く
聞
か
れ
る
言

葉
で
す
。
海
洋
資
源
の
中
で
の
ク
ジ
ラ

の
存
在
の
大
き
さ
を
示
す
も
の
で
も
あ

り
ま
す
が
、
人
類
と
ク
ジ
ラ
の
関
係
が

古
代
よ
り
深
く
、
歴
史
や
文
化
に
も
多

大
な
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
を
言
い

表
し
て
も
い
ま
す
。

私
た
ち
の
地
域
も
経
済
だ
け
で
な
く

文
化
や
農
業
、
捕
鯨
技
術
や
人
材
育
成

大 セ ミ 流 れ

紀
伊
半
島
の
南
端
、
和
歌
山
県
太
地

町
に
は
く
じ
ら
の
歴
史
と
と
も
に
語
り

継
が
れ
る
悲
し
い
史
実
が
残
っ
て
い
ま

す
。明

治
11
年
12
月
24
日
、
子
連
れ
の
セ

ミ
ク
ジ
ラ
を
発
見
し
た
太
地
鯨
組
は
悪

天
候
の
中
、
総
勢
258
名
、
20
隻
の
船
を

仕
立
て
て
沖
合
に
出
漁
し
ま
し
た
。
子

鯨
を
守
ろ
う
と
す
る
母
鯨
は
必
死
で
抵

抗
し
ま
す
が
、
徹
夜
の
死
闘
の
末
、
鯨

組
は
巨
鯨
を
捕
獲
し
ま
す
。
し
か
し
、

鯨
と
の
闘
い
が
激
し
く
精
根
尽
き
果
て

て
し
ま
っ
た
鯨
組
は
、
船
に
鯨
を
繋
い

だ
ま
ま
沖
へ
沖
へ
と
流
さ
れ
て
し
ま
い

ま
す
。
黒
潮
の
急
流
と
真
冬
の
荒
波
に

飲
み
込
ま
れ
た
遭
難
者
は
成
す
す
べ
も

な
く
、
行
方
不
明
者
、
死
者
あ
わ
せ
て

な
ど
、
ク
ジ
ラ
と
刻
ん
だ
歴
史
は
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。
鯨
墓
や
鯨
回
向
な
ど

の
「
く
じ
ら
文
化
」
だ
け
で
な
く
、
鯨

油
の
水
田
利
用
や
近
代
捕
鯨
発
展
の
担

い
手
な
ど
、
ク
ジ
ラ
と
と
も
に
地
域
も

発
展
し
て
き
ま
し
た
。

「
ク
ジ
ラ
を
見
れ
ば
地
域
が
見
え
る
」。

５
回
の
全
国
伝
統
捕
鯨
地
域
サ
ミ
ッ

ト
は
、
そ
こ
に
意
義
が
あ
っ
た
の
だ
と

思
い
ま
す
。
悲
惨
な
記
憶
を
も
つ
太
地

町
も
ク
ジ
ラ
と
歩
ん
だ
町
の
歴
史
を
誇

り
に
し
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
の
「
く
じ

ら
の
町
」
の
将
来
を
模
索
し
て
い
る
よ

う
に
見
え
ま
し
た
。

ク
ジ
ラ
を
見
れ
ば
私
た
ち
の
ま
ち
も

見
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
…

■三隅総合支所（２階会議室）
７月６日（木）9：00～11：30
■日置総合支所（市民相談室）
７月12日（水）9：00～11：30
■油谷総合支所（２階応接室）
７月19日（水）9：00～11：30
■長門市役所本庁（２階ミーティングルーム）
７月26日（水）9：00～11：30
６月の「こんにちは市長室」は議会や

行事等により休止します。
■問い合わせ　秘書係 Tel  23‐1113

長
門
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
は
、

「
不
妊
検
査
や
治
療
情
報
が
ほ
し
い
」

「
不
妊
の
検
査
や
治
療
で
悩
ん
で
い

る
」「
配
偶
者
や
家
族
に
理
解
し
て

も
ら
え
ず
悩
ん
で
い
る
」
な
ど
と
い

っ
た
不
妊
で
悩
ま
れ
て
い
る
ご
夫
婦

等
の
相
談
を
お
受
け
す
る
専
門
医
に

よ
る
不
妊
専
門
相
談
を
行
い
ま
す
。

秘
密
は
堅
く
守
り
ま
す
の
で
、
安

心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
相
談
日

６
／
16
（金）

18：

00
〜
20：

00

■
場
所

長
門
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

不
妊
専
門
相
談

■
相
談
医
師

樫
田
　
史
郎
　
氏

（
長
門
総
合
病
院
産
婦
人
科
）

■
予
約
方
法

事
前
に
電
話
で
予
約
し
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
相
談
は
４
組
ま
で
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

■
予
約
・
問
い
合
わ
せ

長
門
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

TEL
22
‐
２
８
１
１

６
月
１
日
か
ら
10
日
ま
で
は
「
電

波
利
用
保
護
旬
間
」
で
す
。
電
波
は

テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
、
携
帯
電
話
や
無

不
法
電
波
は
犯
罪
で
す

線
Ｌ
Ａ
Ｎ
と
い
っ
た
身
近
な
も
の
か

ら
、
警
察
無
線
、
消
防
・
救
急
無
線

や
航
空
無
線
な
ど
公
共
的
分
野
ま
で

幅
広
く
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
、
市
民
の
生
命
や
財
産
を
守

る
た
め
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て

い
る
無
線
通
信
や
、家
庭
の
テ
レ
ビ
、

ラ
ジ
オ
な
ど
に
種
々
の
混
信
・
妨
害

が
発
生
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
混

信
・
妨
害
の
原
因
の
多
く
は
、
不
法

無
線
局
（
免
許
を
受
け
な
い
で
不
法

に
開
設
さ
れ
た
無
線
局
）
か
ら
発
射

さ
れ
る
電
波
に
よ
る
も
の
で
す
。

不
法
電
波
は
犯
罪
で
す
。
不
法
無

線
局
を
開
設
し
た
場
合
や
重
要
な
無

線
通
信
を
妨
害
す
る
と
電
波
法
違
反

長
門
文
化
協
会

記
念
講
演
会

長
門
文
化
協
会
で
は
総
会
終
了

後
、
記
念
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

こ
の
講
演
会
は
会
員
以
外
の
人
も
聴

講
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
越
し
く

だ
さ
い
。

■
日
時

６
／
21
（水）

19：

00
〜
20：

00
（
予
定
）

■
会
場長

門
市
中
央
公
民
館
大
講
堂

■
演
題

「
あ
な
た
の
感
性
を
伝
え
よ
う

〜
み
す
ゞ
の
心
に
ふ
れ
て
〜
」

■
講
師

山
崎
　
凱
千

よ
し
ゆ
き

氏

（
山
口
短
期
大
学
特
任
助
教
授
）

み
す
み
ハ
ー
ブ
を愉し

む
日

気
分
は
花
樹
有
（
カ
ジ
ュ
ア
ル
）

み
す
み
ハ
ー
ブ
を
愉
し
む
日
実
行

委
員
会
で
は
、
香
月
泰
男
美
術
館
周

辺
で
ハ
ー
ブ
や
花
の
摘
み
取
り
や
ス

ケ
ッ
チ
な
ど
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
し
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
ハ
ー
ブ
を

観
賞
し
な
が
ら
あ
ふ
れ
る
香
り
を
楽

し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

■
日
時

６
／
４
（日）10：

00
〜
15：

00

■
会
場

香
月
泰
男
美
術
館
東
側

「
ふ
れ
あ
い
広
場
」（
主
会
場
）、

ハ
ー
ブ
園
、
香
月
泰
男
美
術
館
、

湯
免
観
光
ホ
テ
ル

■
内
容

ハ
ー
ブ
と
花
の
摘
み
取
り
、
ハ
ー

ブ
園
ス
ケ
ッ
チ
、
木
工
・
薫
製
体

験
、
ハ
ー
ブ
カ
フ
ェ
、
ハ
ー
ブ
御

膳
、
ハ
ー
ブ
ク
ラ
フ
ト
体
験
、
ス

ケ
ッ
チ
・
写
真
展
示
、
ハ
ー
ブ
グ

ッ
ズ
販
売
、
ハ
ー
ブ
苗
販
売
、
バ

ザ
ー

■
入
場
料

無
料

■
問
い
合
わ
せ

長
門
市
役
所
三
隅
総
合
支
所

経
済
課
水
産
林
務
係
内

み
す
み
ハ
ー
ブ
を
愉
し
む
日

実
行
委
員
会

TEL
43
‐
０
０
８
０

油
谷
の
文
化
を
高
め
る
会

総
会
・
記
念
講
演
会

油
谷
の
文
化
を
高
め
る
会
で
は
総

会
終
了
後
、
記
念
講
演
会
を
開
催
し

語
り
と
映
画
で感

動
を
お
届
け
し
ま
す

山
口
県
医
師
会
・
長
門
市
医
師
会

で
は
、
市
民
を
対
象
に
し
た
公
開
講

座
を
開
催
し
ま
す
。

初
動
負
荷
理
論
を
提
唱
し
、
メ
ジ

ャ
ー
リ
ー
ガ
ー
の
イ
チ
ロ
ー
選
手
や

プ
ロ
野
球
選
手
、プ
ロ
ゴ
ル
フ
ァ
ー
、

Ｊ
リ
ー
ガ
ー
な
ど
様
々
な
ア
ス
リ
ー

ト
を
指
導
し
て
い
る
小
山
裕
史
氏

や
、
自
己
骨
髄
細
胞
を
用
い
た
肝
臓

再
生
療
法
ト
ッ
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
坂
井

田
功
教
授
、「
半
落
ち
」「
４
日
間
の

奇
蹟
」
の
佐
々
部
清
映
画
監
督
の
講

演
の
ほ
か
「
４
日
間
の
奇
蹟
」
の
映

画
上
映
も
行
い
ま
す
。

■
日
時

６
／
11
（日）

■
会
場

ル
ネ
ッ
サ
な
が
と

■
内
容

・
午
前
講
演
（
９：

20
〜
11：

20
）

演
題
「
初
動
負
荷
理
論
の
創
案
・

発
明
・
発
展
」

講
師
　
小
山
　
裕
史
　
氏

（
ワ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
グ

エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
代
表
）

演
題
「
山
口
発
・肝再

生
医
療
の
今
」

講
師
　
坂
井
田
　
功
　
氏

（
山
口
大
学
大
学
院
医
学
研
究
科

消
化
器
病
態
内
科
学
教
授
）

・
映
画
上
映
（
12：

40
〜
14：

40
）

「
４
日
間
の
奇
蹟
」

山
口
県
医
師
会

市
民
公
開
講
座

・
午
後
講
演
（
14：

50
〜
15：

50
）

演
題
「
人
が
映
画
を
つ
く
り
、

映
画
が
人
を
つ
く
る
」

講
師
　
佐
々
部
　
清
　
氏

（
映
画
監
督
）

■
入
場
料

無
料

■
問
い
合
わ
せ

社
団
法
人
　
長
門
市
医
師
会

TEL
22
‐
４
０
１
７

平
成
12
年
か
ら
始
ま
っ
た
松
元
ヒ

ロ
・
ソ
ロ
ラ
イ
ブ
も
今
年
で
７
回

目
。
そ
の
時
々
の
ニ
ュ
ー
ス
、
社
会

状
況
を
一
人
芝
居
・
マ
イ
ム
で
表
現

し
ま
す
。
チ
ケ
ッ
ト
枚
数
に
限
り
が

あ
り
ま
す
の
で
、
早
め
に
お
求
め
く

だ
さ
い
。

■
日
時

６
／
12
（月）

開
場
18：

00

開
演
18：

30

■
場
所

長
門
市
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階

■
入
場
料

中
学
生
以
上
　
１
、
５
０
０
円

※
小
学
生
以
下
は
入
場
で
き
ま
せ
ん

■
問
い
合
わ
せ

松
元
ヒ
ロ
と
お
せ
っ
会

（
長
門
大
津
お
や
こ
劇
場
）

TEL
26
‐
６
１
２
３

松
元
ヒ
ロ
・
ソ
ロ
ラ
イ
ブ

ま
す
。
こ
の
講
演
は
、
会
員
以
外
の

人
も
聴
講
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お

越
し
く
だ
さ
い
。

■
日
時

６
／
18
（日）

総
　
会
　

９：

30
〜
10：

20

講
演
会
　

10：

30
〜
12：

00

■
会
場油

谷
中
央
公
民
館
大
会
議
室

■
演
題

「
中
国
の
若
者
事
情
〜
日
本
語

指
導
を
中
心
と
し
て
〜
」

■
講
師

井
町
　
正
昭
　
氏

（
長
門
高
校
教
諭
）

■
入
場
料

無
料

■
問
い
合
わ
せ

油
谷
の
文
化
を
高
め
る
会
事
務
局

（
ラ
ポ
ー
ル
ゆ
や
　
内
田
）

TEL
33
‐
０
０
５
１

■
入
場
料

無
料

■
問
い
合
わ
せ

長
門
市
役
所
企
画
振
興
課

文
化
振
興
係
内

長
門
文
化
協
会
事
務
局

TEL
23
‐
１
１
１
５

賃
金
の
未
払
い
、
休
暇
が
取
れ
な

い
、
不
払
い
残
業
、
不
当
解
雇
な
ど
、

労
働
問
題
で
お
困
り
の
人
は
い
ま
せ

ん
か
。

山
口
県
で
は
、
労
働
問
題
に
精
通

し
た
プ
ロ
の
相
談
員
が
応
対
す
る

「
労
働
ほ
っ
と
ラ
イ
ン
」
を
開
設
し

ま
し
た
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。
安

心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
相
談
日

月
〜
金
曜
日
　
８：

30
〜
17：

15

※
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く

■
相
談
内
容

賃
金
、
昇
任
、
休
暇
、
残
業
、
解

雇
な
ど
各
種
労
働
相
談
に
関
す
る

こ
と

■
労
働
ほ
っ
と
ラ
イ
ン

山
口
県
商
工
労
働
部
労
働
政
策
課

労
働
情
報
セ
ン
タ
ー

TEL
０
８
３
‐
９
３
３
‐
３
２
３
２

■
相
談
員

社
会
保
険
労
務
士
　

■
相
談
料

無
料

■
問
い
合
わ
せ

山
口
県
商
工
労
働
部
労
働
政
策
課

労
働
情
報
セ
ン
タ
ー

TEL
０
８
３
‐
９
３
３
‐
３
２
３
２

労
働
ほ
っ
と
ラ
イ
ン
開
設

と
な
り
懲
役
ま
た
は
罰
金
に
処
せ
ら

れ
ま
す
。

私
た
ち
の
暮
ら
し
を
守
り
、
電
波

を
安
心
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
、
不

法
無
線
局
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
混
信
・
妨
害
な
ど
が
あ
り

ま
し
た
ら
総
務
省
中
国
総
合
通
信
局

へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
無
線
通
信
へ
の
混
信
・
妨
害

TEL
０
８
２
‐
２
２
２
‐
３
３
３
２

■
受
信
障
害
（
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
）

TEL
０
８
２
‐
２
２
２
‐
３
３
８
３

■
問
い
合
わ
せ

総
務
省
中
国
総
合
通
信
局

電
波
監
理
部
電
波
利
用
環
境
課

TEL
０
８
２
‐
２
２
２
‐
３
３
３
３


